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●特集農家意向調査結果

経
営
拡
大
農
家
は

　
　
　

5
ま
｀
を
目
標

　

今
回
の
調
査
で
回
答
が
あ
っ
た

二
千
九
百
八
十
三
戸
の
う
ち
、
二
百

四
十
九
戸
（
八
・
三
％
）
が
経
営

拡
大
を
希
望
し
、
経
営
目
標
面
積

を
五
以
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

専
業
農
家
や
第
一
種
兼
業
農
家

で
は
六
戸
に
二
戸
の
割
合
で
、
第

二
種
兼
業
農
家
で
も
十
七
戸
に
一

戸
の
割
合
で
経
営
拡
大
を
希
望
し

て
い
ま
す
。

　

地
区
別
で
み
た

場
合
、
拡
大
希
望

農
家
が
多
い
の
は

乾
側
二
五
・
三

％
）
、
小
山
二

三
・
三
％
）
地
区

で
す
が
、
両
地
区

と
も
縮
小
・
離
農

希
望
農
家
も
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
は
、
農
業
生

産
組
合
な
ど
が
定

着
し
、
農
地
集
積

が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
裏
付
け
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
経
営
面
積
が
I
・
五
以

以
上
の
農
家
の
拡
大
希
望
面
積
を

加
え
、
目
標
達
成
後
の
経
営
規
模

別
戸
数
分
布
を
み
る
と
図
①
に
な

り
ま
す
。

　

経
営
縮
少
や
離
農
を
希
望
し
て

い
る
農
家
は
、
二
百
六
十
戸
（
約

半
分
の
百
二
十
七
戸
は
離
農
を
希

望
）
で
し
た
。
こ
の
う
ち
の
六
五

％
を
第
二
種
兼
業
農
家
が
占
め
て

い
ま
す
。

　

縮
少
希
望
面
積
は
、
平
均
す
る

と
百
二
十
四
・
六
ひ
と
な
り
、
縮

小
後
の
経
営
規
模
は
お
お
む
ね
一

以
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
別
で
み
ま
す
と
、
や
は
り

大
野
（
一
一
・
七
％
）
、
下
庄
（

九
・
九
％
）
地
区
な
ど
市
街
地
周

辺
で
の
経
営
縮
小
や
離
農
の
希
望

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

若
年
層
に
農
業
離
れ
傾
向

　

農
業
経
営
主
の
年
齢
別
の
意
向

に
つ
い
て
は
、
特
別
な
傾
向
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
営
面
積

一
・
五
以
以
上
の
農
家
に
つ
い
て

は
、
若
年
層
に
な
る
ほ
ど
経
営
縮

小
や
離
農
を
希
望
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

図①戸数分布

経営規模拡大・縮少離農家数

　

農
家
意
向
調
査
の
対
象
と
な
る
農

家
は
、
市
内
に
三
千
三
百
十
九
戸
。

こ
の
う
に
の
約
九
〇
％
に
あ
た
る
二

千
九
百
八
十
三
戸
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
調
査
は
昨
年
の
十
一
月
に

行
わ
れ
、
市
農
業
委
員
（
二
十
七
人
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
の
農
家

に
調
査
を
依
頼
し
、
調
査
票
の
配
布

と
回
収
を
し
ま
し
た
。

　

回
答
農
家
の
現
状
を
規
模
別
で
み

る
と
、
〇
・
五
以
～
2
μ

に
集
中
し
て
お
り
、
全
体

の
七
〇
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

対象農家総数 3，319戸

回答数 2，983戸

回収率 89．9％

経営規模別農家戸数

経営
規模

～

05

05～

10

10～

20

20～

40

40
～

60

60～
無回答 計

戸数 377 769 1，273 459 29 15 61 2，983

半⑤集単作ナ

第
一
種
兼
業
農
家

　

農
業
収
入
が
主
と
な

　

る
農
家

第
二
種
兼
業
農
家

　

農
業
以
外
の
収
入
が

　

主
と
な
る
農
家



経
営
拡
大
に
必
要
な
農
地
は
4
5
0
上
W
J

貸
し
借
り
の
条
件
に
大
き
な
開
き

　

経
営
を
拡
大
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
農
地
の
買
い
入
れ
や
借

り
入
れ
を
希
望
す
る
農
家
は
、
二

百
二
十
戸
で
、
そ
の
面
積
は
四
百

六
十
五
・
一
五
以
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
経
営
縮
少
や
離
農
を
希

望
す
る
農
家
は
、
百
五
十
五
戸
で

そ
の
面
積
は
百
二
十
三
・
こ
六
以

で
す
。
こ
の
う
ち
売
り
渡
し
て
も

よ
い
と
す
る
農
家
は
十
三
戸
、
面

積
に
し
て
六
・
八
五
以
と
少
な
く

　

二
・
五
以
以
上
の
農
家
で
は
皆

無
）
、
依
然
と
し
て
農
地
を
守
ろ

う
と
す
る
意
向
が
強
い
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
、
流
動
す
る
農
地

が
約
百
二
十
三
以
存
在
す
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
が
、
経
営
拡
大

に
必
要
な
農
地
は
、
三
百
四
十
一

・
八
九
以
も
不
足
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
縮
少
や
離
農
を
希

望
す
る
農
家
で
無
回
答
の
百
五
戸

分
を
平
均
値
で
換
算
し
た
八
十
三

・
四
八
ぶ
を
加
え
て
も
約
こ
百
五

十
八
以
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
流
動
化
に
大
き
な
比
重

を
占
め
る
小
作
料
や
売
買
価
格
な

ど
の
調
査
で
は
、
貸
し
手
と
借
り

手
の
条
件
に
大
き
な
格
差
が
出
て

い
ま
す
。

　

十
ひ
当
た
り
の
平
均
希
望
小
作

料
は
、
借
り
手
（
拡
大
農
家
）
が

三
万
こ
千
百
円
に
対
し
、
貸
し
手

　

（
縮
少
・
離
農
農
家
）
は
四
万
八

百
円
を
希
望
し
て
お
り
、
両
者
に

は
八
千
七
百
円
の
開
き
が
あ
り
ま

す
（
市
農
業
委
員
会
が
定
め
た
標

準
小
作
料
は
三
万
円
、
増
減
三
割

ま
で
）
。
同
じ
く
十
ひ
当
た
り
の
農

地
売
買
価
格
で
は
、
約
百
万
円
の

開
き
が
出
て
い
ま
す
。

〔縮少・離農希望農家〕

戸数 面積

売渡希望 13戸 6．85ha

貸付希望 142戸 116，41ha

無回答 105戸 －

計 260戸 123．26ha

〔拡大希望農家〕

戸数 面積

買入希望 63戸 96．05ha

借入希望 157戸 369．10ha

無回答 29戸 －

計 249戸 465．15ha

〈小作料・農地売買の希望額〉

小

作

料

区分 3万円以下 3～4万円 4～5万円 5～6万円 6万円以上 平均

拡大農家 42戸 72戸 29戸 12戸 3戸 32，100円

縮小農家 6戸 24戸 31戸 26戸 9戸 40，800円

売

買

区分 100万円以下 100～200万円 200～300万円 300万円以上 平均

拡大農家 17戸 37戸 23戸 12戸 1，764，000円

縮少農家 1戸 3戸 3戸 6戸 2，704，000円

借り手の希望範囲

総数

249戸

貸し手の希望範囲

総数

260戸

I
ぷ
伊況
状
望希
農
離少

縮
び及
大
拡
の

別
区
地

］T
拡大希望 縮少・離農希望

買入 借入 売渡 貸付

戸数 面積 戸数 面積 戸数 面積 戸数 面積

大野 2 5．6 5 11．0 2 0．47 5 2．11

下庄 11 20．90 22 67．6 6 3．04 30 21．33

乾側 2 3．0 19 2．45 1 0．4 8 8．54

小山 9 9．50 22 4．23 1 0．65 17 14．27

富田 20 26．90 34 85．75 2 1．04 37 39．91

阪谷 9 18．95 14 20．95 10 4．48

五箇

上庄 10 11．90 41 117．0 1 1．25 35 25．48

計 63 96．05 157 369．1 13 6．85 142 116．41

貸
す
な
ら
集
落
内

　

農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
を
す

る
場
合
の
範
囲
は
、
借
り
手
や
買

い
手
が
隣
接
集
落
や
市
内
な
ど
広

く
農
地
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し

て
、
貸
し
手
や
売
り
手
は
無
回
答

や
ご
だ
わ
ら
な
い
と
し
た
農
家
が

多
い
も
の
の
、
集
落
内
に
限
る
と

し
た
農
家
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
り
手
の
条
件
と
し
て

整
備
田
を
望
む
農
家
が
大
半
を
占

め
て
い
る
こ
と
や
、
農
地
の
貸
借

契
約
期
間
は
両
者
と
も
長
期
を
望

む
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
専
業
農
家

の
年
間
所
得
は
五
百
万
円
、
生
産

組
織
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
収
入
は
約

四
百
こ
十
万
円
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。



●特集農家意向調査結果

担い手の

　

現状と課題
一市内127農家組合を調査－

農
業
生
産
意
欲
が
衰
退

大
半
が
将
来
に
不
安

　

市
農
業
委
員
会
が
行
っ
た
「
農

業
生
産
の
担
い
手
等
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
」
の
調
査
で
は
、
大

半
の
農
家
組
合
が
担
い
手
農
家
の

減
少
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
農
家
意
向
調
査
と

同
時
に
、
集
落
単
位
で
存
在
す
る

百
二
十
七
の
全
農
家
組
合
を
対
象

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
計
の
結
果
、
現
在
の
担
い
手

農
家
は
千
三
百
二
十
四
戸
、
農
業

生
産
組
織
は
七
十
九
団
体
で
千
七

十
三
農
家
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

Q
、
担
い
手
の
育
成
や
確
保

・
十
分
に
確
保
で
き
る
…
…
…
7

．
育
成
し
て
い
る
…
…
…
…
…
1
4

・
一
部
確
保
で
き
る
が
不
十
分
で

　

あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
9

・
担
い
手
は
い
な
い
が
農
業
生
産

　

は
維
持
で
A
＼
l
／
K
＜
＞
…
…
…
…
…
4
4

・
こ
の
ま
ま
で
は
農
業
生
産
が
維

　

持
で
き
な
い
…
…
…
…
…
…
3
1

・
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
2

Q
、
担
い
手
が
確
保
で
き
な

い
原
因

・
土
地
条
件
は
整
っ
て
い
る
が
、

　

兼
業
化
が
進
み
農
業
生
産
に
意

　

欲
が
な
い
…
…
…
…
…
…
…
1
4

・
収
入
や
農
業
情
勢
の
不
安
、
地

　

域
農
業
再
編
成
が
進
ま
な
い
な

　

ど
担
い
手
の
成
立
す
る
条
件
が

　

弱
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
2

・
高
齢
の
農
業
経
営
者
が
は
と
ん

　

ど
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
2
6

・
土
地
条
件
や
地
理
的
条
件
な
ど

　

が
悪
い
…
…
…
…
…
…
…
…
4
6

・
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
5

1
0
年
後
は
「
地
域
ぐ
る
み
の
生
産
組
織
」

オ
ベ
レ
ー
‘
タ
ー
の
育
成
か
急
務

　

現
在
の
農
業
生
産
組
織
の
形
態

は
、
共
同
利
用
組
織
が
約
六
〇
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
十
年
後
を
見

通
し
た
生
産
組
織
の
傾
向
に
つ
い

て
は
、
回
答
が
得
ら
れ
た
う
ち
の

五
五
％
が
現
状
と
変
わ
ら
な
い
と

し
、
三
〇
％
が
増
加
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
生
産
組

織
の
形
態
は
、
任
意
組
合
が
多
い

と
し
て
い
る
も
の
の
、
農
事
組
合

法
人
と
す
る
回
答
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

生
産
組
織
に
対
す
る
問
題
点
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
主
体
と
な
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や

　

リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い

・
組
織
の
資
金
が
不
十
分
で
設
備

　

の
更
新
や
導
入
が
困
難

・
新
規
作
目
の
導
入
や
経
営
形
態

　

の
選
定
が
困
難

・
組
織
へ
の
金
融
政
策
が
不
十
分

・
地
代
相
当
分
の
配
分
が
高
い

調
査
結
果
を

　

今
後
の
農
政
に

農業委員会活性化

推進部会長

米村粂雄さん

　

市
農
業
委
員
会
活
性
化
推
進
部

会
は
農
業
委
員
、
中
核
農
家
、
農

業
指
導
機
関
、
農
業
団
体
の
代
表

二
十
二
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
活
性
化
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
農
家
意
向
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま
り
、
市
農
業
委
員

会
に
報
告
し
ま
し
た
。
き
め
細
か

な
調
査
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、

あ
る
程
度
の
意
向
か
っ
か
め
た
と

思
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
を
み
ま
す
と
、
今
後

の
経
営
を
現
状
維
持
と
答
え
た
農

家
が
多
い
で
す
が
、
現
状
の
経
営

に
満
足
し
て
い
る
も
の
で
な
く
、

厳
し
い
農
業
情
勢
を
反
映
し
て
、
農

家
の
判
断
が
難
し
い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
経
営
拡
大
農
家
は

五
お
、
五
百
万
円
を
目
標
に
。
経

営
形
態
は
、
集
落
農
業
方
式
を
希

望
し
て
お
り
、
担
い
手
と
な
る
中

核
農
家
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成

対
策
が
今
後
の
急
務
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
調
査
の
デ
ー
タ
を

農
業
政
策
な
ど
に
十
分
反
映
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。



国勢調査確定人口の推移

平成之弗国勢調査

人
口 前回より935人減少

　

平
成
二
年
十
月
実
施
の
国
勢
調
査

に
よ
る
大
野
市
の
確
定
人
口
は
、
四

万
九
百
九
十
一
人
と
発
表
さ
れ
、
前

回
の
微
増
か
ら
一
転
し
て
大
幅
な
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
野
市
の
人
口
が
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
市
が
誕
生
し
た
翌
年
（
昭

和
三
十
年
）
の
国
勢
調
査
に
よ
る

人
口
で
、
四
万
七
千
六
百
二
十
一

人
（
九
千
二
百
四
十
三
世
帯
）
で

す
。
以
後
昭
和
四
十
五
年
ま
で
は

減
少
が
続
き
、
昭
和
六
十
年
ま
で

は
横
ば
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

　

昭
和
四
十
五
年
と
平
成
二
年
の

五
歳
階
級
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
六
十
五
歳
以
上
の

老
年
人
口
が
増
え
て
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
や
、
出
生
率
低
下

や
若
者
の
市
外
流
出
を
裏
付
け
る

よ
う
に
、
十
五
歳
未
満
の
年
少
人

口
や
二
十
歳
代
の
人
口
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

年
少
人
口
比
率
は
、
一
九
・
一

％
で
県
の
平
均
を
〇
・
二
％
上
回

っ
て
い
ま
す
。
老
年
人
口
比
率
も

一
六
・
八
％
と
県
の
平
均
を
二
％

も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
勢
調
査
の
結
果
を

詳
し
く
分
析
し
、
若
者
の
定
着
や

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
図
る
た

め
、
第
三
次
総
合
計
画
に
基
づ
き

諸
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

；I゛＾lj゛U7＾U川｜……●ニZI＝

急増しています

物損事故

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
、
全
国
一

斉
に
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
物
損
事

故
件
数
の
急
増
が
目
立
ち
ま
す
。

グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
今
年
は
物
損

事
故
が
一
月
か
ら
連
続
し
て
昨
年

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も

人
身
事
故
は
昨
年
を
下
回
っ
て
い

ま
す
が
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
安

全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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第43回県民体育大会

綱引きと相撲ヵ1優勝

一総合では7位と振るわずー

　

第
四
十
三
回
県
民
体
育
大
会
が

八
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三

日
間
、
県
内
の
四
十
八
会
場
で
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
野
市
で

は
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
と
相
撲
競
技
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
選
手
や
役
員
が
、
四

月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
館
内
を

見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

綱
引
き
と
相
撲
競
技
は
、
実
力

ど
お
り
の
強
さ
を
発
揮
し
て
優
勝

し
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
振
る

わ
ず
、
総
合
で
は
七
位
に
終
わ
り

ま
し
た
。

　

上
位
に
入
賞
し
た
種
目
と
選
手

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

団
祉
。
…
…
体
…
…
…
…
…
の
…
…
…
…
部

●
綱
引
き
男
子
優
勝

幅
口
隆
一
・
岡
崎
博
視
・
岩

本
一
男
・
岡
芳
博
・
乾
正
人
・

廣
瀬
由
男
・
松
渾
宏
幸
・
小

松
武
雄
・
木
島
智
志
・
廣
田

利
成
・
有
田
幸
夫
・
松
本
邦

明

●
相
撲
優
勝

　
　

井
尾
隆
夫
・
乾
将
勝
・
森
田

　
　

義
徳

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
2
位

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
2
位

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
3
位

●
網
引
き
女
子
3
位

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
3
位

個
…
…
…
人
～
。
の
…
…
…
…
「
部
」

相撲優勝

乾将勝

一般女子50m
バタフライ1●J勝

西沢範子

弓イフル射盤
ART201憂！勝

田崎喜代忠

ライフル射撃
SAR60優勝

玉木政博

●
一
般
女
子
5
0
封
自
由
形

　

2
位
西
沢
範
子

●
ラ
イ
フ
ル
射
撃
A
R
T
2
0

　

2
位
出
口
秀
光

●
一
般
男
子
走
り
高
跳
び

　

3
位
林
知
幸

●
一
般
女
子
2
0
0
μ

　

3
位
岩
本
直
子

●
一
般
男
子
3
0
歳
以
上
バ
タ
フ
ラ
イ

　

3
位
伊
東
栄
治

●
相
撲
3
位
井
尾
隆
夫

大
野
名
水
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー

丘
万
海
良
否
績
（滋賀）

、
下
庄
が
2
位

敢
闘
賞
に
綾
野
、
努
力
賞
は
成
器
南
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「
だ
る
い
」
「
疲
れ
や
す
い
」
は
原
因
を
明
ら
か
に

十
日
以
上
続
い
た
ら
精
密
検
査
を

　

今
年
は
、
う
っ
と
お
し
い
梅
雨
空
か
長
期
間
続
く
異
常

気
象
と
な
り
ま
し
た
。
体
調
の
維
持
が
難
し
く
「
な
ん
と

な
く
疲
れ
や
す
く
、
だ
る
い
」
と
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
の
原
因
は
、
生
理
的
や
心
理
的
な
も
の
と
病
的
な
も
の

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
思
わ
ぬ
大
病
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
原
因
を
み
き
わ
め
て
く
だ
さ
い
。

　

風
邪
な
ど
の
よ
う
に
病
気
が
原

因
で
「
だ
る
い
」
と
感
じ
る
こ
と

は
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
は

と
も
か
く
体
温
を
計
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
た
と
え
微
熱
で
あ
っ
て
も

三
～
四
日
と
続
く
場
合
は
、
な
ん

ら
か
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
必
ず
医
師
の
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

「
だ
る
さ
」
の
原
因
が
病
的
な
も

の
と
し
て
は
、

◆
い
つ
の
ま
に
か
風
邪
を
ひ
い
て

　

い
る

◆
微
熱
（
三
十
七
度
か
ら
三
十
八

　

度
）
が
出
て
い
る

◆
低
血
圧
な
ど
で
、
寝
起
き
が
悪

　

く
立
ち
く
ら
み
が
す
る

◆
眼
精
疲
労
や
遠
・
近
視
、
老
眼

　

が
進
ん
で
い
る

◆
四
十
歳
を
過
ぎ
て
い
る
と
き
は

　

糖
尿
病
に
な
っ
て
い
る

◆
心
臓
病
や
血
圧
に
異
常
が
あ
る

◆
知
ら
な
い
間
に
肝
炎
、
胃
炎
、

　

結
核
が
忍
び
寄
っ
て
い
る

◆
女
性
の
場
合
は
鉄
欠
乏
性
貧
血

　

に
な
っ
て
い
る

◆
気
付
か
な
い
う
ち
に
ノ
イ
ロ
ー

　

ゼ
や
う
つ
病
に
か
か
っ
て
い
る

◆
が
ん
な
ど
の
初
期
症
状

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

熱
も
な
く
、
こ
れ
と
い
っ
た
原

因
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
日
常

の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
生
活
の
リ
ズ
ム
に
異
常
を

き
た
す
睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
で
の
偏

っ
た
食
生
活
な
ど
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

　

体
調
を
整
え
る
た
め
に
は
、
早

寝
・
早
起
き
に
努
め
、
過
労
を
避

け
る
と
と
も
に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
や
軽
い
運
動
を
心
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
十
日
以
上
続
け
て
も
体

調
が
戻
ら
な
い
と
き
は
、
一
度
精

密
検
査
を
受
け
て
み
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

し
つ
か
り
食
べ
ま
し
よ
う

　
　
　

野
菜
や
海
草
類

　

ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

を
含
む
野
菜
や
海
草
類
な
ど
を
と

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ

ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
、
セ
ロ
リ
な
ど
は

ビ
タ
ミ
ン
B
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
が

豊
富
で
、
体
内
へ
の
吸
収
を
よ
く

し
た
り
し
て
血
行
を
促
し
、
疲
労

物
質
の
代
謝
を
よ
く
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し

い
食
生
活
で
、
あ
な
た
の
体
調
を

保
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づ’ぐ
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両足で履いて歩いてみる

　

お
気
に
入
り
の
靴
を
買
っ
て
旅
行
に
行
っ
た
ら
、
靴
ズ

レ
に
な
っ
て
…
…
…
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
靴

の
専
門
家
も
登
場
し
て
、
履
さ
や
す
い
靴
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
靴
に
対
し
て
の
認
識
は
ま
だ
不
十
分

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
靴
が
引
き
起
こ
す
障
害
や
靴
選

び
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

　

靴
と
足
と
の
良
い
関
係
を
目
指

す
日
本
靴
総
合
研
究
会
が
、
昭
和

四
十
五
年
か
ら
四
十
八
年
に
日
本

の
成
人
男
女
こ
千
人
の
足
を
計
っ

た
と
こ
ろ
、
女
性
の
九
十
五
％
余

り
が
靴
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

足
の
障
害
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

日
本
の
靴
の
サ
イ
ズ
は
、
J
I

S
（
日
本
工
業
規
格
）
に
基
づ
い

て
、
足
の
長
さ
（
足
長
）
と
太
さ

　

（
足
囲
）
の
寸
法
が
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
女
子
用
で
す
と
、
足
長

は
五
ミ
リ
き
ざ
み
で
十
九
・
五
？

か
ら
こ
十
七
？
ま
で
、
足
囲
は
最

も
細
い
A
か
ら
一
番
太
い
4
E
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

靴
を
購
入
す
る
場
合
、
平
均
的

な
サ
イ
ズ
の
靴
し
か
置
い
て
い
な

い
店
も
多
く
、
足
の
大
き
い
人
や

小
さ
い
人
は
サ
イ
ズ
さ
が
し
に
苦

労
し
ま
す
。
足
の
形
は
一
人
ひ
と

り
違
う
の
が
普
通
で
、
サ
イ
ズ
が

合
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
靴
が
ピ

ッ
タ
リ
合
う
靴
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

特
に
女
性
の
場
合
は
、
見
た
目
は

良
く
て
も
足
を
締
め
つ
け
、
歩
行

に
は
適
さ
な
い
ヒ
ー
ル
の
高
い
靴

を
無
理
し
て
履
く
こ
と
が
多
く
足

に
障
害
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。神
経
痛
や
肩
こ
り
に
も

　

き
つ
い
靴
は
も
ち
ろ
ん
問
題
で

す
が
、
ゆ
る
す
ぎ
る
靴
に
も
問
題

が
あ
り
ま
す
。
合
わ
な
い
靴
が
引

き
起
こ
す
障
害
に
は
、
靴
ズ
レ
、

タ
コ
、
ウ
オ
の
目
、
外
反
母
指
な

ど
長
年
か
か
っ
て
生
ず
る
骨
の
変

形
や
爪
の
変
形
と
い
っ
た
障
害
が

あ
り
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
、
神

経
痛
や
関
節
炎
、
腰
痛
、
偏
頭
痛
、

肩
こ
り
な
ど
全
身
に
影
響
が
及
ぶ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
足
の
特
徴
を

　
　

知
る
こ
と
も
大
切

　

足
に
合
う
靴
を
正
し
く
選
ぶ
に

は
、
サ
イ
ズ
だ
け
で
な
く
必
ず
両

足
で
履
い
て
歩
い
て
み
る
こ
と
で

す
。
そ
の
上
で
、
①
靴
の
中
で
五

本
の
指
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
、
そ

の
先
に
少
し
ゆ
と
り
が
あ
る
こ
と

②
靴
の
ア
ー
チ
が
土
踏
ま
ず
に
き

ち
ん
と
乗
っ
て
い
る
こ
と
③
靴
の

ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
が
足
に
合
っ
て
い

る
こ
と
I
な
ど
を
確
か
め
ま
す
。

　

足
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
伸
ば
し

て
も
ら
い
、
ゆ
る
い
と
こ
ろ
は
詰

め
物
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

爪
を
切
っ
て
清
潔
に
、
時
に
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
も
し
て
足
の
手
入
れ

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

要
注
意

若
者
を
狙
っ
た

　

悪
徳
商
法
が
発
生

　

「
友
だ
ち
に
、
遊
び
に
行
か
な
い

か
」
と
喫
茶
店
に
誘
わ
れ
、
そ
こ

で
健
康
器
具
を
勧
め
ら
れ
、
さ
ら

に
二
、
三
人
紹
介
す
る
と
健
康
器

具
が
た
だ
に
な
る
く
ら
い
の
マ
ー

ジ
ン
が
入
る
と
い
う
手
口
で
、
若

者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
紹
介
商

法
と
呼
ば
れ
る
悪
質
な
商
法
で
す

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ルホ活jに離徊靴撰術｜慨訪販3［it灘p鴉
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ま
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

歌に踊りに熱演

＜る一ぶ登場
西部児童センター母親クラブ

わか旨会

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

　

わ
か
ば
会
は
、
昨
年
四
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

の
母
親
ク
ラ
ブ
で
す
。
同
セ
ン
タ

ー
を
利
用
す
る
母
親
が
中
心
と
な

っ
て
、
昨
年
の
七
月
に
発
足
。
現

在
、
会
員
は
五
十
二
人
を
数
え
、
毎

月
百
円
の
会
費
を
集
め
て
い
ま
す
1
0

　

西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
有
終

西
小
学
校
の
西
側
に
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
前
に
は
御
清
水
が
わ
き
、
近

く
に
は
錦
鯉
が
泳
ぐ
新
掘
川
が

流
れ
る
と
い
う
環
境
に
恵
ま
れ
た

施
設
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
の
は
午
後
一
時
か
ら
五
時

の
間
。
わ
か
ば
会
は
、
午
前
中
や

夜
間
に
集
ま
り
、
毎
月
一
回
の
行

事
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
七

月
に
は
、
初
め
て
の
お
泊
ま
り
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
親
子
で
御
清

水
を
清
掃
し
た
後
、
夕
食
は
カ
レ

ー
に
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
。
お
菓
子

釣
り
や
ス
イ
カ
割
り
、
花
火
、
映

画
と
楽
し
い
企
画
に
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
八
月
は
親

子
木
工
教
室
を
開
催

お
父
さ
ん
と
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
ア
イ
デ

ア
貯
金
箱
な
ど
を
作

り
ま
し
た
。
九
月
に

は
、
三
世
代
で
お
茶

と
お
菓
子
を
食
べ
る

そ
う
で
す
。

　

わ
か
ば
会
の
会
長

を
務
め
て
い
る
小
谷

恵
子
さ
ん
（
元
町
）

は
「
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
児
童
厚
生
員

の
角
平
さ
ん
や
酒
井

さ
ん
に
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
た
ち
母
親
も
セ
ン
タ
ー
の
清
掃

や
道
具
の
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
員
募
集
中
で
す
。
同
セ
ン
タ

ー
（
容
6
6
・
0
9
1
2
）
ま
で
。

ISiai。
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ヤングコーナー

の
ど
か
な
大
野
！
＆

　

私
に
は
r
一
ツ
タ
リ大藤真須美

（23歳・篠座）

　

市
内
の
企
業
に
就
職
し
て
四
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
班
長

と
し
て
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
県
か
ら
優
良
勤
労
青
少

年
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
会
社
や
市

の
方
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、

正
直
な
と
こ
ろ
、
ま
だ
実
感
が
わ

き
ま
せ
ん
。

　

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
や
休
日
な

ど
の
余
暇
は
、
な
る
べ
く
有
意
義

に
過
ご
そ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
女
性
ら
し
く
お
花
・

お
茶
・
着
付
け
教
室
に
通
っ
て
い

ま
す
。
二
年
前
に
着
付
け
教
室
で

知
り
合
っ
た
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
、

初
め
て
大
野
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

に
行
き
ま
し
た
。
運
動
は
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
苦
手
な
私
で
し
た
が

　

「
キ
ャ
ッ
ツ
」
と
い
う
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
。
次
第
に
1
友

だ
ち
が
増
え
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
自
然
と
足
が
向
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

年
一
回
開
か
れ
る
ホ
ー
ム
祭
や

北
陸
三
県
の
ホ
ー
ム
が
一
堂
に
集

ま
り
、
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
る
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
に
も
参
加
。
敦

賀
市
、
小
松
市
、
小
杉
町
（
富
山

県
）
な
ど
で
多
く
の
仲
間
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
と
の
出
会
い
は
、
と
て
も
有

意
義
で
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
財
産

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
外
に
出
て
生
活
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
の
ど

か
な
温
か
み
の
あ
る
大
野
は
、
私

に
は
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
休

日
に
は
、
友
だ
ち
と
福
井
市
内
に

出
か
け
ま
す
が
、
花
山
峠
を
越
え

て
大
野
に
入
る
と
何
と
な
く
ほ
っ

と
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

工
場
誘
致
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
も

あ
る
面
で
は
必
要
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
大
野
独
特
の
風
情
を
守
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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３
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減
一
を

　

私
は
、
明
治
四
十
年
生
ま
れ
で

神
経
痛
の
た
め
指
が
し
び
れ
て
思

う
よ
う
に
字
も
書
け
な
い
年
寄
り

で
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報

道
さ
れ
る
驚
く
ほ
ど
の
ご
み
の
山

を
み
て
、
思
わ
ず
書
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

戦
争
当
時
の
苦
し
か
っ
た
こ
と

を
思
い
ま
す
と
、
今
が
余
り
に
も

ぜ
い
た
く
で
も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
す
。
昔
は
、
燃
え
る
ご
み
は
適

当
な
場
所
で
燃
や
し
、
生
ご
み
な

ど
腐
る
ご
み
は
屋
敷
内
に
穴
を
掘

り
、
む
し
ろ
や
草
を
か
ぶ
せ
て
腐

ら
せ
肥
や
し
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
の
よ
う
に
ご
み
集
め
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
時
代
が
変
わ
り
、

文
化
水
準
も
高
く
な
っ
て
簡
単
に

必
要
な
物
が
手
に
入
り
ま
す
が
、

同
時
に
ご
み
と
し
て
簡
単
に
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

台
所
か
ら
出
る
ご
み
も
生
ご
み

と
し
て
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

重
く
て
汁
の
出
る
、
し
か
も
悪
臭

を
放
つ
厄
介
な
ご
み
を
収
集
す
る

人
は
、
大
変
な
重
労
働
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
り
か
た
い
こ
と
に
、
今

は
ホ
ー
ム
コ
ン
ポ
と
呼
ば
れ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
生
ご
み
処
理
容

器
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
底
が

な
い
の
で
野
菜
く
ず
や
茶
か
す
な

ど
を
入
れ
る
と
ど
ん
ど
ん
腐
り
分

解
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
少
し
の
空

き
地
が
あ
れ
ば
十
分
で
す
。
一
時

期
、
婦
人
会
な
ど
で
袱
訟
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
も
っ

と
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め

に
は
、
一
家
の
主
婦
の
、
家
族
の

ご
み
に
対
す
る
気
配
り
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は

お
役
所
ま
か
せ
で
は
な
く
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
手
軽
に
取
り
組

め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

年
老
い
た
私
た
ち
は
、
お
世
話

に
な
る
ば
か
り
で
、
家
族
に
さ
え

こ
ん
な
こ
と
を
言
う
こ
と
も
で
き

な
い
弱
い
立
場
で
す
。
年
寄
り
の

ぐ
ち
だ
と
笑
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
は
ず
か
し
さ
以
上
に
筆

を
取
る
だ
け
の
心
に
迫
る
も
の
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

W鴫噛

夫
婦
で
飯
降
山
登
山
川
回
を
1
1
指
す

九
里
剛
哉
之
（
5
5
歳
・
・
蒔
）

靖
子
さ
ん
（
5
3
歳
・
″
）

　

「
お
た
け
さ
ん
」
の
呼
び
名
で
市

民
に
親
し
み
の
あ
る
飯
降
山
に
夫

婦
で
百
回
登
山
を
目
指
し
て
い
る

の
が
九
里
夫
妻
で
す
。

　

健
康
増
進
を
目
的
に
、
軽
い
気

持
ち
で
子
供
と
登
っ
た
の
が
き
っ

か
け
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
夫

婦
で
登
る
よ
う
に
な
り
、
二
十
年

間
で
実
に
七
十
六
回
も
登
っ
て
い

ま
す
。
朝
九
時
に
出
発
し
て
、
約

こ
時
間
で
頂
上
に
。
剛
哉
さ
ん
は

を
店
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
油
絵

も
長
年
描
い
て
い
ま
す
。
頂
上
で

は
、
必
ず
周
囲
の
ス
ヶ
ツ
チ
を
取

っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
店
先
に
は

ブ
ナ
の
林
を
描
い
た
油
絵
が
飾
っ

て
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
に
親
し
ま
れ
、
誰
で
も
気

軽
に
登
れ
る
山
と
あ
っ
て
、
登
山

中
に
は
数
人
の
人
と
会
う
そ
う
で

す
。
ま
も
な
く
七
十
七
回
目
の
登

山
を
目
指
す
九
里
さ
ん
は
「
多
い

と
き
に
は
、
一
年
に
七
回
ほ
ど
登

り
ま
す
。
自
然
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
空
気
が
よ
く
心
が

洗
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

最
近
、
植
林
な
ど
で
植
生
が
変
わ

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
作
業
道
も

つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
山
を
愛
す

る
者
に
と
っ
て
は
顔
に
傷
を
つ
け

ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
こ

三
年
の
う
ち
に
百
回
登
山
を
達
成

し
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
さ
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
馨
Ⅲ
大
野
市

天
神
町
一
―
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

・
お
知
ら
せ

●
子
供
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ご
ん
ち
ゃ
ん
の
贈
り
物
」

　

大
野
子
ど
も
劇
場
第
六
回
例
会

は
、
子
供
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ご
ん

ち
ゃ
ん
の
贈
り
物
」
で
す
。
感
動

の
名
作
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
親
子

で
楽
し
め
る
よ
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
し
た
も
の
で
す
。

日
時
9
月
1
5
日
⑨
―
回
目
＝

　

午
後
1
時
3
0
分
、
2
回
目
＝
午

　

後
5
時
（
開
場
は
3
0
分
前
）

会
場
市
民
会
館
（
鳳
凰
の
間
）

※
大
野
子
ど
も
劇
場
は
、
会
員
制

　

で
す
。
詳
し
く
は
同
会
事
務
所

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

（
有
明
町
8
－
9
酋
6
5
・
5
0

　

1
4
）

●
郵
便
局
の
ふ
る
さ
と
小
包

　

大
野
の
さ
と
い
も
受
付
中

　

全
国
に
約
一
万
七
千
人
の
フ
ァ

ン
を
持
つ
「
大
野
の
さ
と
い
も
」

県
内
の
ふ
る
さ
と
小
包
販
売
数
で

も
三
位
の
人
気
商
品
で
す
。
発
送

は
十
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

取
扱
期
間
H
月
2
0
日
⑥
ま
で

料
金
A
＝
秀
（
5
キ
ロ
・
L
）

　

3
、
4
0
0
円
B
＝
秀
（
5

　

キ
ロ
・
M
）
3
、
2
0
0
円

　

C
＝
秀
（
5
キ
ロ
・
S
）
2
、

　

4
0
0
円
D
＝
秀
（
2
キ
ロ

　

L
）
―
、
6
5
0
円



「
う
ぐ
ピ
ー
」
と
決
ま
り
、
盛
大
に
「
お
お
の
お
ど
り
」

　

8
月
8
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
越
前
お
お
の
お
ど
り
」
。
今
年
か
ら
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
。
愛
称
を
公
募
し
た
結
果
、
新
田
崇
暢
君
（
有
終
南

小
五
年
・
春
日
三
）
の
ウ
グ
イ
ス
と
ハ
ッ
ピ
ー
を
合
わ
せ
た
「
う
ぐ
ピ
ー
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。
夏
ら
し
い
気
候
と
な
っ
た
1
5
日
、
1
6
日
は
、
職
場
や
サ
ー
ク

ル
ぐ
る
み
で
そ
ろ
え
た
浴
衣
を
着
て
の
踊
り
が
目
を
ひ
き
ま
し
た
。

市民に感謝しています

　

湊川親方が里帰り

　

元
小
結
・
大
徹
、
湊
川
親
方
が
里

帰
り
し
、
断
髪
式
の
出
席
し
た
市
長

ら
地
元
後
援
者
に
あ
い
さ
つ
回
り
を

し
ま
し
た
。
7
月
2
2
日
の
午
前
中
に

市
長
と
議
長
を
表
敬
訪
問
し
た
親
方

は
「
場
所
中
に
は
、
大
勢
の
市
民
か

ら
激
励
を
い
た
だ
き
う
れ
し
い
限
り

で
す
。
今
後
は
、
地
元
か
ら
の
新
弟

子
発
掘
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
の
で
ご

協
力
願
い
た
い
」
と
は
や
く
も
親
方

と
し
て
の
意
欲
を
語
っ
て
い
ま
し
た

第2の大徹目指して

小山小学校に土俵が完成

　

市
内
の
小
学
校
で
は
初
め
て
の
土

俵
が
、
小
山
小
学
校
に
完
成
。
7
月

2
0
日
、
教
職
員
・
児
童
や
関
係
者
ら

1
7
9
人
が
出
席
し
て
土
俵
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
国
体
選
手
2
人
の
模
範

試
合
の
後
、
さ
っ
そ
く
各
学
年
の
決

勝
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同

校
か
ら
は
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大

会
に
、
こ
れ
ま
で
4
人
が
参
加
し
て

お
り
、
ま
す
ま
す
相
撲
熱
が
高
ま
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

亀山公園西側に
切り妻風の公衆トイレ

　

亀山公園西側に建設が進められてい

た公衆トイレが完成し、7月中句から

観光客や一般市民らに利用されていま

す。床面積は111．3平方しで、中央に身

障者も利用できるトイレが、北側は公

園管理。‘li務所、南側には介庫が設けら

れています。切り妻風の建物で催業費

は3，750万円。周囲は駐車場として整備

されます。

Lj……………］………］j］圧jル゛コjj……］万ダ1兄］’jJ＝！
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多彩な行事で賑わった

健康づくり市民のっとい

　　

「人生80年やってみようあなたにあ

った健康づくり」をテーマに8月4日

健康づくり市民のつどいが盛大に開か

れました。今年から会場を大野有終会

館に移し、テレビなどでおなじみの竹

腰美代子さんの講演やコンピューター

を使った体力測定、寸劇など趣向を凝

らした催しが行われました。

S……：書．．・S

ま

（勁色湯



VりCIEX励jjit湯

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
延
べ
五
千
人
の
市
民

　

お
盆
に
な
っ
て
。
よ
う
や
く
夏
の
日
差
し
が
戻
っ
た
8
月
1
7
日
、
真
名
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
ア
イ
デ
ア
で
演
出
す
る
こ
の
祭
典
、
今
年
は
「
ス
ー
パ
ー
メ
イ
ズ
」
「
ロ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
「
花
火
」
な
ど
を
企
画
。
熱
さ
と
徹
夜
の
準
備
で
疲
れ
き

っ
た
若
者
も
、
予
想
以
上
の
盛
況
ぶ
り
に
充
実
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

真名川グラウンドで

自営消防クラブ操法大会

　

8
月
1
8
日
、
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
自
衛
消
防
ク
ラ
ブ
操
法
競
技
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
職
場
や
地
域
な
ど

か
ら
1
2
9
人
が
参
加
。
万
が
一
に
備
え

て
、
日
頃
か
ら
訓
練
し
た
消
火
技
術

な
ど
を
競
い
ま
し
た
。
今
年
で
7
回

目
を
迎
え
ま
す
が
、
参
加
者
の
大
半

が
消
防
署
で
講
習
を
受
け
て
お
り
、

数
年
前
に
比
べ
て
操
法
技
術
は
飛
躍

的
に
向
上
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
頼

も
し
い
限
り
で
し
た
。

七間時代まつり

かごかき大会など盛大に

　
　

「
よ
み
が
え
れ
、
桃
山
時
代
」
と

題
し
、
8
月
1
1
日
に
七
間
時
代
ま
つ

力
が
開
か
れ
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
ロ

コ
ン
サ
ー
ト
に
続
い
て
、
か
ご
か
き

大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の
事
業
所
な

ど
か
ら
6
チ
ー
ム
が
参
加
。
雲
助
や

忍
者
の
衣
装
を
ま
と
っ
て
の
愉
快
な

し
ぐ
さ
に
観
客
も
大
笑
い
。
こ
の
後

金
森
長
近
公
に
ふ
ん
し
た
山
内
市
長

が
登
場
し
て
、
七
間
朝
市
許
可
証
を

伝
達
し
ま
し
た
。

肥満を防ぐには‥‥

水牡伴岸丿扉姉牝｜ケ

　

7月24日、8月7日の両日、親子健

康教室が大野有終会館で開かれました。

春木伸一県立病院小児科医長を中心に

小中学生の親子58組が、肥満について

学習。保健所、市保健衛生課、学校関

係者が一堂に会し、食生活、リズム運

動、生活指導を行うこの教室は県内で

最初の取り組みとして注目され各地に

広がっています。

　

－）不I叫露元j。ノ・ソj．二｀l。、s

歴史民族資料館特別展

道元とゆかりの高僧展

　

8月n日から特別展「道元とゆかり

の高僧展」が開かれています。道元や

寂円らの書や木像など、国宝を含む貴

重な資料37点を一堂に展示。ぜひご覧

ください。期間は9月16日までで、開

館は午前9時から午後4時（日曜・祝

日午後5時）。毎週月曜と祝・祭日の翌

日が休館。入館料は大人200円、小・中

学生100円です。



岑
知
ら
せ

9月

●
海
上
保
安
学
校
、
大
学
校

　
　
　
　

学
生
募
集

　

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、

来
年
四
月
入
校
予
定
の
海
上
保
安

学
校
・
大
学
校
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
4
3
年
4
月
2
日

　
　

（
大
学
校
は
昭
和
4
6
年
4
月
2

　

日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　

高
等
学
校
を
卒
業
及
び
平
成
4

　

年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

ま
た
は
高
等
専
門
学
校
3
年
の

　

課
程
を
修
了
及
び
修
了
見
込
み

　

の
人
な
ど

採
用
予
定
学
校
＝
約
1
5
0
人
、
大

　

学
校
＝
約
5
0
人

受
付
期
間
9
月
5
日
⑥
か
ら
1
8

　

日
⑧
ま
で

申
込
用
紙
請
求
先
〒
4
6
0
名
古
屋

　

市
中
区
三
の
丸
2
－
5
1
1
人

　

事
院
中
部
事
務
局
（
豊
0
5
2
・
9
6
1

　

・
6
8
3
8
）

・
ア
マ
無
線
国
家
試
験

　

第
三
級
・
四
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
技
師
の
国
家
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
。

日
時
3
級
＝
1
1
月
1
9
日
⑧
、
4

　

級
＝
1
1
月
1
0
日
⑧
ま
た
は
い
1
1
一
月

　

2
4
日
⑧

試
験
会
場
金
沢
市

受
験
料
2
、
7
6
2
円

受
付
期
間
9
月
2
日
⑧
～
2
5
日

　

⑥

申
込
用
紙
請
求
先
〒
9
2
0
金
沢
市

　

尾
山
町
1
－
1
0
東
邦
生
命
金
沢

　

ビ
ル
内
日
本
無
線
協
会
北
陸
支

　

部
（
a
0
7
″
り
9
｀
●
2
2
・
7
1
n
乙

　

―
）
、
請
求
す
る
級
別
を
書
い
て

　

郵
便
切
手
2
4
0
円
を
同
封

●
無
料
登
記
法
律
相
談

　

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

県
司
法
書
士
会
と
土
地
家
屋
調
査

士
会
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
土
地

や
建
物
な
ど
の
登
記
や
こ
れ
に
関

連
す
る
法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
1
日
⑧
午
前
1
0
時
か

　

ら
午
後
4
時
ま
で

会
場
大
野
公
民
館
（
明
倫
町
3

　

－
2
8
豊
6
6
・
2
8
2
8
）

　

※
当
日
は
「
行
政
書
±
1
1
0

　
　

番
」
も
、
同
じ
会
場
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

●
引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

総
理
府
所
管
の
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
先
の
大
戦
で
外

地
か
ら
引
き
揚
げ
た
方
々
に
対
し

て
、
書
状
（
内
閣
総
理
大
臣
名
）

を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ

い
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

請
求
さ
れ
る
方
は
、
請
求
書
に
記

入
の
上
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て

　

「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ

て
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
類
同
基
金
、
市
福
祉
事

　

務
所
、
県
社
会
福
祉
課

受
付
9
月
2
日
⑥
か
ら

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先
〒
1
1
2

　

東
京
都
文
京
区
大
塚
5
－
3
－

　

1
3
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

業
務
第
二
課
引
揚
係
（
豊
0
3
・

　

3
9
4
5
・
4
7
0
3
）

●
ご
存
じ
で
す
か

　
　
　

「
S
マ
ー
ク
L

　

理
容
店
、
美
容
店
及
び
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
S

マ
ー
ク
は
、
厚
生
大
臣
認
可
の
標

準
営
業
約
款
に
従
っ
て
営
業
し
て

い
る
お
店
の
表
示
で
す
。

　

こ
の
S
マ
ー
ク
を
店
頭
に
掲
げ

て
い
る
お
店
は
、
全
国
ど
こ
で
も

約
款
で
決
め
ら
れ
た
基
準
以
上
の

サ
ー
ビ
ス
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　

お
約
束
す
る
三
つ
の
S
は
、
次

の
内
容
で
す
。

▼
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
標
準
）

　

確
か
な
技
術
、
き
め
細
か
な
対

応
な
ど
お
客
様
に
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
種
別
・
内
容
を
明
確
に
表

示
。
そ
の
実
施
を
お
約
束
い
た
し

ま
す
。

▼
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
（
安
全
）

　

ま
か
せ
て
安
心
。
万
一
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
事
故
賠
償
基
準

に
基
づ
き
、
お
客
様
に
損
害
賠
償

を
行
い
ま
す
。

▼
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
衛
生
）

　

美
し
く
清
潔
に
。
厳
し
い
管
理

基
準
に
従
い
営
業
施
設
の
維
持
・

管
理
を
行
い
、
お
客
様
に
気
持
ち

の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
約
束
し
ま

す
。

　

標
準
営
業
約
款
制
度
に
つ
い
て

の
詳
し
い
内
容
は
、
県
環
境
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
豊
0
7
7

6
・
2
5
●
2
0
6
4
）
ふ
ま
で
。

●
刑
務
官
募
集

　

人
事
院
で
は
、
平
成
三
年
度
の

刑
務
官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
3
7
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
高
校
卒

　

業
程
度
の
学
力
の
あ
る
人

申
込
締
切
9
月
5
日
④

試
験
日
1
0
月
1
3
日
⑧

会
場
福
井
刑
務
所

願
書
交
付
先
〒
9
1
0
福
井
市
一
本

　

木
町
5
2
福
井
刑
務
所
庶
務
課

　

（
豊
0
7
7
″
り
・
3
6
・
Q
u
n
z
‐
n
乙
O
）

交通
安全

４
侭

高
齢
者
の
事
故
多
発

夕
方
以
降
は
目
立
つ
服
装
を

　

今
月
は
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
年
に
発
生
し
た
県
内
で
の

高
齢
者
の
事
故
は
、
午
後
五
時
か
ら

七
時
ま
で
が
最
も
多
く
、
季
節
で
は

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
多
く
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
歩
行

中
の
事
故
で
は
、
横
断
歩
道
以
外
や

走
行
車
両
の
直
前
直
後
の
横
断
で
事

故
に
遭
う
こ
と
が
多
く
、
死
亡
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動

車
や
自
転
車
を
運
転
し
て
の
事
故
も

急
増
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
、
今
年
七
月
ま
で
に
交
通

事
故
で
死
亡
し
た
十
九
人
の
う
ち
、

実
に
八
割
以
上
が
黒
っ
ぽ
い
服
装
で

夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
犠
牲
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は
、

次
の
二
点
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
走
行
車
両
の
直
前
直
後
や
横
断
歩

　

道
以
外
で
の
無
理
な
横
断
は
絶
対

　

に
し
な
い
。

▼
夕
方
以
降
は
、
反
射
材
を
身
に
つ

　

け
た
り
、
な
る
べ
く
白
っ
ぽ
い
服

　

装
に
す
る
こ
と



●INFORMATION

・
検
察
審
査
会

　
　

仕
組
み
と
働
き

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
、
無
作
為
に

選
ば
れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員

で
構
成
。
検
察
官
が
し
た
不
起
訴

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
審

査
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

検
察
官
は
、
法
律
上
事
件
を
起

訴
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
事
件

の
中
に
は
、
起
訴
す
べ
き
事
件
を

誤
っ
て
不
起
訴
に
す
る
こ
と
も
な

い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
検
察

審
査
会
は
、
検
察
官
が
し
た
不
起

訴
処
分
の
当
否
に
つ
い
て
、
一
般

市
民
の
健
全
な
良
識
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
、
福
井
・
武
生
・
敦

賀
の
各
裁
判
所
に
あ
り
、
申
し
立

て
に
は
一
切
費
用
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
申
し
立
て
人
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

最
寄
り
の
裁
判
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
和
裁
教
室
生
募
集

日
時
1
0
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

　

の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
時
～

　

4
時

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

受
講
料
月
額
―
、
0
0
0
円

内
容
肌
じ
ゅ
ば
ん
か
ら
受
講
生

　

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
、
希
望
に
応

　

じ
て
実
技
指
導
し
ま
す
。

申
込
方
法
9
月
2
8
日
ま
で
に
同

　

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
（
豊
6
5

　

・
6
8
4
0
）

●
医
薬
品
の
副
作
用

　
　

被
害
救
済
制
度

　

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
副
作
用
に
よ
る

健
康
被
害
（
入
院
を
必
要
と
す
る

程
度
の
疾
病
、
障
害
、
死
亡
）
が

発
生
し
た
場
合
に
、
医
療
費
な
ど

の
給
付
で
被
害
者
を
救
済
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
し
く
み
を
解
説
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
請
求
用
紙
は
無
料

で
す
。

請
求
先
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

　

済
・
研
究
振
興
基
金
総
務
部
企

　

画
課
相
談
係
〒
1
7
0
東
京
都
豊

　

島
区
東
池
袋
3
－
1
－
I
サ
ン

　

シ
ャ
イ
ン
6
0
・
2
6
階
（
豊
0
3
・

　

3
9
8
8
・
2
1
0
1
）

・
献
体
に
ご
協
力
を

献
体
と
は
、
医
師
・
医
学
者
を

志
す
学
生
の
人
体
解
剖
実
習
の
教

材
と
し
て
、
み
ず
か
ら
の
遺
体
を

無
条
件
無
報
酬
で
医
科
大
学
に
提

供
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

北
陸
三
県
に
は
、
篤
志
家
団
体

の
「
し
ら
ゆ
り
会
」
が
あ
り
、
福

井
県
内
に
も
約
八
百
二
十
人
の
会

員
が
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
百
八

十
人
が
す
で
に
献
体
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

福
井
医
科
大
学
で
は
、
し
ら
ゆ

り
会
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
0
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

献
体
や
し
ら
ゆ
り
会
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
福
井
医
科
大
学
庶
務

課
（
豊
0
7
7
6
・
6
1
・
3
1
1

－
内
線
2
0
1
4
・
2
0
1
5
）

●
文
化
祭
の
出
演
者

　
　

出
品
作
品
募
集

　

第
二
十
五
回
市
総
合
文
化
祭
が

十
一
月
一
日
面
上
二
日
⑧
に
、
市

民
会
館
と
大
野
有
終
会
館
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
芸
能
部

門
の
出
演
者
と
展
示
部
門
の
出
品

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

芸
能
部
門
個
人
ま
た
は
団
体
の

　

演
奏
、
民
謡
、
踊
り
な
ど

展
示
部
門
絵
画
、
書
道
、
工
芸

　

写
真
、
そ
の
他

申
込
先
芸
能
部
門
は
9
月
2
0
日

　

②
ま
で
に
、
展
示
部
門
は
1
0
月

　

3
0
日
⑥
ま
で
に
市
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
豊
6
6
・

　

―
―
―
―
内
線
5
4
2
）
へ
。

●
繊
維
ポ
ス
タ
ー
募
集

作
品
の
内
容
繊
維
の
イ
メ
ー
ジ

　

を
象
徴
し
「
お
お
の
」
ま
た
は

　

こ
れ
を
連
想
さ
せ
る
標
語
を
入

　

れ
た
作
品

規
格
A
2
判
の
画
用
紙
ま
た
は

　

ヶ
ン
ト
紙
で
一
人
1
点

対
象
一
般
市
民
、
高
校
生

締
切
1
0
月
3
1
日
④
ま
で

賞
理
事
長
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、

　

参
加
賞

　

詳
し
く
は
、
大
野
織
物
工
業
協

同
組
合
（
元
町
一
－
一
豊
6
6
・
4

5
0
0
）
ま
で

●
高
年
齢
者
の
活
用
を

　

高
年
齢
者
が
「
豊
か
で
ゆ
と
り

あ
る
生
活
」
を
送
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
旺
盛
な

就
業
意
欲
と
そ
の
能
力
、
経
験
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
就
業
機
会
の

確
保
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
国
の
雇
用
対
策
の
一

環
と
し
て
、
平
成
二
年
度
よ
り
高

年
齢
者
雇
用
開
発
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
今
後
も

続
く
人
手
不
足
社
会
に
、
ぜ
ひ
高

年
齢
者
の
雇
用
と
六
十
五
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
年
齢
煮
雇
用
開
発
事
業
に
つ

い
て
は
、
県
商
工
労
働
部
職
業
安

定
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

定
版
限
出

かずわり残版刷縮－
｀
野

大政市r

念
J
い
に
月
第
さ
野
市
お
第
の
記
野
て
月
―
の
録
大
Γ
お
ぐ
お

を
大
っ
7
年
丿
収
Γ
が
政
号
お
年
政
な
年

5
9
り
全
は
号
市
月
報
周
市
に

2
9
和
よ
完
で
7
4
Γ
―
広

3
0
Γ
か
和
昭
だ
が
ま
2
ら
年
Γ
制
た
ず
昭
ら
会
で
号
第
か
元
の

市
れ
わ
の
か
議
ま
6
1
ら
号
成
在

　

ヽ
さ
り
初
号
Γ
号
第
か
7
5
平
現
・
に
版
残
当
1
と

5
6
ら
号
2
ヽ
は
た
年
出

ヽ
行
第
号
第
1
か
6
2
第
り
ら
し

5
9
定
か
施
た
0
0
ら
ま
号
第
ふ
な
か
ま
和
限
版
制
し
4
か
い
I
ム
野
に
り
り

昭
て
刷
載
市
行
第
号
て
第
報
大
J
吟
な

　

し
縮
ま
発
の
1
れ
市
政
の
5
2
と

重
せ
で

貴
ま
「
ま

く
し
U
係

と
は
2
聴

も
版
゜
横
広

ひ
再
ぞ
E
報

W
o
’
つ
3
0
広
史
す
ど
縦
明
課

歴
ま
に
ぐ
叩
務

の
り
め
判
3
総
政
な
早
4
冊
市

市
と
お
A
I

野
料
で
先

大
資
の
格
格
込

　

な
ん
規
価
申
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救
護
施
設
「
大
野
荘
」

　

救
護
施
設
大
野
荘
は
、
社
会
福
祉
法
人
大

野
福
祉
会
（
理
事
長
・
浅
山
透
）
が
経
営
す

る
施
設
で
す
。
身
体
や
心
に
障
害
が
あ
っ
て

自
立
で
き
な
い
人
が
入
所
し
て
、
生
活
訓
練

や
作
業
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

県
下
で
は
唯
一
の
救
護
施
設
で
す
。

　

入
所
者
は
、
現
在
百
五
十
五
人
で
、
県
内

を
は
じ
め
岐
阜
、
滋
賀
な
ど
県
外
出
身
の
人

た
ち
も
い
ま
す
。
精
神
薄
弱
者
、
重
複
障
害

者
、
精
神
障
害
回
復
途
上
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
が
五
十
八
歳
で

年
々
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
が
悩
み
だ
そ
う

で
す
。
男
女
の
比
率
は
、
男
性
が
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

入
所
者
の
約
一
割
が
、
外
勤
実
習
で
働
き

に
出
か
け
て
い
ま
す
。
残
り
の
人
は
、
農
作

業
や
い
ろ
い
ろ
な
委
託
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
創
立
三
十
周
年
記
念
行
事
が
行

わ
れ
、
記
念
誌
「
道
程
」
の
発
行
や
前
田
芳

雲
氏
の
支
援
で
土
鈴
「
雪
人
形
」
の
焼
き
も

の
の
製
作
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

八
月
九
日
に
は
、
地
域
交
流
事
業
と
し
て

む
つ
み
園
や
あ
す
な
ろ
授
産
所
と
共
催
で
、

近
く
の
地
区
の
人
々
や
多
く
の
各
種
団
体
の

協
力
を
得
て
、
駅
伝
大
会
、
模
擬
店
コ
ー
ナ

ー
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会
な
ど
を
行
っ
て
、

　

「
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
こ
の
施
設
で
の
実
習
が

県
立
大
野
東
高
校
福
祉
教
養
科
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

現
在
は
福
祉
協
力
校
の
小
山
小
学
校
児
童
と

稲
刈
り
作
業
な
ど
で
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
、
多
額
の
費
用
を
か
け
て

隣
の
む
つ
み
園
と
共
同
で
高
性
能
の
合
併
処

理
浄
化
施
設
を
完
成
し
ま
し
た
。

市民のうごき

8月1日現在 前月比

世帯数 11，285世帯 －3世帯

42，085人 十9人

人口 男 20，152人 十3人

女 21，933人 十6人

7月中の異動
転入 72人 出生 30人

転出 59人 死亡 34人

市内の交通事故状況（年頭ヵヽら・計）

件数内訳 平成3年　
7月末

平成2年　
7月末

増減

総件数 253件 233件 十20件

人
身

事
故

件数 66件 99件 一33件

死者 0人 1人 －1人

傷者 91人 128人 －37人

物損事故 187件 134件 十53件

表
紙
の
こ
と
ぱ

　

清
そ
で
白
い
花
の
シ
ン
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
。
水
稲
育
苗
用
ハ
ウ

ス
跡
地
を
有
効
に
と
今
年
か
ら

試
験
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

栽
培
技
術
や
市
場
価
格
を
調
査

し
、
来
年
か
ら
本
格
的
に
。
昼

と
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
大
野

は
、
花
栽
培
の
適
地
。
菊
、
カ

ー
ネ
i
シ
ョ
ン
に
続
く
第
三
の

花
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

大
高
の
三
期
連
続
甲
子
園
出

場
が
な
ら
ず
、
梅
雨
明
け
も
大

幅
に
遅
れ
、
昨
年
と
は
対
象
的

な
夏
で
し
た
。
ネ
ッ
ト
裏
か
ら

　

「
大
高
は
一
塁
側
に
弱
い
」
と

の
話
を
聞
き
、
デ
ー
タ
を
調
べ

た
ら
、
過
去
3
7
試
合
の
成
績
は

三
塁
側
か
1
8
勝
4
敗
、
一
塁
側

は
7
勝
8
敗
で
し
た
。
秋
の
大

会
で
の
巻
き
返
し
に
期
待
。

雇l見ie・

　

ア
ル
プ
ス
連
山
の
ふ

も
と
、
「
早
春
賦
」
で
有

名
な
穂
高
高
原
に
位
置

す
る
長
野
県
有
明
高
原

寮
（
少
年
鑑
別
所
）
を

訪
ね
た
▼
施
設
へ
入
っ

た
瞬
間
、
小
高
い
だ
ん
だ
ん
畑
に
立
っ
て
、
十

数
名
の
少
年
が
職
員
と
と
も
に
鍬
を
手
に
す
る

姿
を
見
た
。
こ
れ
が
シ
ン
ナ
ー
、
暴
走
族
、
不

純
異
性
交
遊
、
覚
せ
い
剤
な
ど
で
、
心
身
と
も

に
汚
れ
き
っ
た
少
年
た
ち
か
と
我
が
目
を
疑
っ

た
。
「
ま
し
な
人
間
に
な
り
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
を
大
事
に
し
、
非
行
と
い
う
行
動
に
走
っ

た
「
こ
こ
ろ
」
の
叫
び
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

健
全
な
社
会
人
と
し
て
立
ち
直
る
た
め
の
努
力

を
続
け
て
い
る
職
員
に
、
頭
の
下
が
る
思
い
が

し
た
▼
非
行
少
年
の
精
神
分
析
的
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
第
一
人
者
。
相
部
和
男
氏
は
、
三
十
有

余
年
に
わ
た
る
非
行
少
年
と
保
護
者
の
面
接
集

積
か
ら
、
幼
児
期
の
「
溺
愛
」
が
非
行
少
年
を

産
む
根
源
に
な
っ
て
い
る
と
断
言
し
て
い
る
▼

確
か
に
今
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
な
か
に
は

子
供
の
こ
ろ
何
不
自
由
な
く
好
き
な
物
を
買
っ

て
も
ら
え
る
環
境
に
育
ち
、
親
自
身
が
耐
え
る

力
、
自
分
を
抑
え
る
力
に
欠
け
て
い
る
。
そ
の

う
え
核
家
族
化
の
現
象
か
ら
、
身
近
に
赤
ち
ゃ

ん
を
見
な
い
ま
ま
親
に
な
り
、
育
児
経
験
も
浅

い
。
つ
い
甘
く
甘
く
育
て
て
し
ま
い
、
気
付
い

た
と
き
に
は
独
り
立
ち
で
き
な
い
非
行
の
火
種

を
大
き
く
作
り
あ
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
親
子

の
絆
が
本
当
に
強
く
結
ば
れ
て
い
る
か
、
再
点

検
す
べ
き
時
で
も
あ
る
▼
市
教
育
委
員
会
で
は

子
育
て
の
親
の
心
・
親
の
姿
勢
を
考
え
る
「
手

び
き
」
を
、
今
お
母
さ
ん
方
に
無
償
で
提
供
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
一
読
さ
れ
た
い
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
．
1
1
1
1
）
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